
10 月 11 月 12 月 1 月 ２月 ３月

11.10
全
体
Ｗ
Ｓ
①

ア．現状と課題　：人口・世帯・住宅に関するデータ
　：住み替えに関するデータ・調査
　：地域の課題及びニーズ把握（ヒアリング等）

12.20
エリア
会議②

H24.3
エリア
会議③

H25.9
エリア
会議④

エリア会議やＷＳ等で共有

H26.3
エリア
会議⑤

素材 反映

課題の把握
テーマ設定

駅前活性化

多世代交流・コミュニティ活性化

素材

● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●

全
体
Ｗ
Ｓ
②

素材

報告

●１ ●２ ●３

素材 助言

合意・提案

報告 助言

素材 助言

報告 助言 報告 助言 報告 助言

H25.3

洋光台エリア会議に関連する神奈川県の取り組み

多世代近居の実現にむけた
洋光台ケーススタディ研究会

・洋光台地区の現状と課題
・洋光台地区における可能性
・ヒアリングからみる課題
・４つのポイント
・９つの取組と課題

（１）多世代近居のまちづくり

H23年度 洋光台エリアにおける多世代近居のまちづくりH24年度

（２）多世代近居の
　　担い手養成講座

（３）多世代近居
　住み替え相談の実施

ア  現状と課題：H23 の補足、特に多世代近居の実態・ニーズについて調査
イ  目指すべきまちの姿：洋光台の将来ビジョンの検討
ウ  取組内容：エリア会議や WS での意見等を踏まえた 9 つの取組の具現化にむけた検討
エ  役割分担及び推進体制：地域住民、市、区、UR、県の連携と恊働

地域内住み替えに
かかる相談会

多世代近居まちづくりの
実践・体験講座

● 進め方とエリア会議・ワークショプとの関係

イ．目指すべきまちの姿
ウ．取り組み内容

要望・提案等

立ち上げ

H25 年度～
住み替え相談

担い手養成講座

・地域の交流拠点づくりに関心・意欲をも
つ住民の方々に、多世代交流拠点の企画・
運営を体験していただき、将来の地域で
の多世代交流の担い手を養成することを
目指す。

・原則的にテーマ別ワークショップの参加
者を講座の対象メンバーとする。

・H25 年３月上旬の 3 日間程度の試行を
目標に、原則的に参加者自らが決めたス
ケジュールで打ち合わせ等を行い、試行
内容の企画・実施にむけた調整を行う。

・地域の方々の円滑な住み替えをサポート
するために、不動産や高齢者向け住宅の
紹介等、各種の相談と住宅情報などの提
供を行う。

・住まいに関するテーマでミニ講演会を実
施、情報提供と来場者増加を図るととも
に、来場者アンケート等でニーズ把握を
図る。

全
体
Ｗ
Ｓ
③

全
体
Ｗ
Ｓ
④

交流拠点試行の企画・実施にむけた調整等 ●● 試行実施 3/19～21

［エリア会議］

［全体ワークショップ］

［テーマ別ワークショップ］

住み替え相談会

多世代近居のまちづくり

担い手講座

 



（１）洋光台・多世代近居のまちづくりについて

まちづくりの趣旨 洋光台の目指すべき将来像 基本方針 取り組み内容

洋光台の特徴
資産を受け継ぐ

まちをりフレッシュ

まちづくりに求められるもの

目指すべき将来像

・県・市・区・事業者・地域住民の適切
な役割分担と連携・協働

・エリア会議・まちづくりワークショッ
プを母体に、地域の活動グループと発
展的・連鎖的連携を図る。

・常に何かが生まれ変わるまち

・多世代が引っ越して来る

・次世代を担う、子どもの声があふ

れるまち

② 「住み続けられ
る洋光台」

　　

①多世代を惹き付
ける魅力づくり

推進体制

・愛着・誇りが受け継がれるまち

・まちの環境資産、人の資産

・時間の経過とともに価値が増す

「100 年ブランド」（40 年前も、

これからも）

都市立地：横浜駅 30 分圏内／駅を中心にほぼ１Km 圏内
計画的市街地：良好な住環境、まとまりのあるコミュニティ
まちびらきから 40 年：まち・住宅の経年化／少子高齢化
住宅：集合住宅が約 75％、うちUR 賃貸が約 3 割

住み続けたい・住み続けられる

「ずっと、ふるさと 洋光台」

○  まち・人ともに、恵まれた「資産」を有する

△  まちが経年化、今のニーズに合わない部分も

・落ち着いた環境

・ゆったりした歩道

・豊かな緑、多くの公園

・整った街並み

・良好な環境の団地群
（UR賃貸・公団分譲・
公営住宅）

・ゆったりした戸建て
住宅地

・駅前の賑わいづくり

・移動しやすいまちづくり

・ニーズにあった公園・広
場づくり…など

・《フタコブらくだ型》人口
構成の解消

・高齢一人暮らし世帯の生
活不安・不便の解消

・次世代の担い手育成…など

　

・ニーズにあった団地・住
まいづくり

・戸建て住宅地の環境保全

　と適切な更新

・世帯とのミスマッチ解消
…など

・活発な地域活動

・まとまりのある住民組織

・ふるさと意識、地元へ
の愛着が強い

まち・
環境

住宅

コミュ
ニティ

強み 課題

高齢者が住み慣れた地域に安心して住み続けられ、
若い世代も住みたくなる、住み続けたくなるまちづくり

・UR団地における多世代居住の推進（サ付住宅等の整備
検討、子育て世帯の誘導検討）

・県営・市営住宅における期限付き入居制度等の検討
・横浜市の子育て応援マンション認定制度や多世代・地
域交流型住宅の普及

・ライフステージに応じた地域内での住み替えのしくみづ
くり

・大規模戸建て住宅の更新・活用提案

・拠点施設と連携した在宅サポート体制等の充実
・リフォーム・介護、生活支援などの総合的な体制づく
りと情報提供

・地域での見守り体制、「縁（えん）」を育むつながりづ
くり…など

Ｅ：［ずっと住み続けられる］サポート体制の充実

Ｄ：多様な住宅ストックの誘導

Ｆ：ライフステージに応じた居住環境づくり

・駅前地区や商業施設、公園等の［まち環境調べ］
（こどもトイレ・授乳スペースやバリアフリー化等）
・子育て向け施設・サービスの PR

Ｃ：「乳幼児子育てにやさしいまち」へ

・UR団地の空き店舗や団地集会所などを活用した拠点
づくり

・多様な主体による企画運営（NPO、住民グループなど）

Ａ：多世代交流拠点づくり

・洋光台ならではの暮らしスタイルを発信する
・人と人、人とまちが「つながる」ことによる、
　安心・快適な暮らし像をトータルで発信
・太陽光などを活用した、環境にやさしいまちづくり

Ｂ：多世代に洋光台らしさをアピール







●　現在　～エリア会議＋まちづくりワークショップによる「意識の共有」「活動の試行」

・有識者（座長・委員）＋「多世代近居の実現に向けた洋光台
　ケーススタディ検討会」のメンバーで立ち上げ

洋光台エリア会議

有識者 （座長・委員）

（地域組織）

まちづくり
協議会

まちづくりワークショップ

まちづくりワークショップ

（行政）

神奈川県・横浜市・磯子区

（事業者）

UR 都市機構

・地域内外の様々な主体・担い手と一体的
に活動する新しいプラットフォームへ

・地域の必要に応じてワークショップを設定

洋光台エリア会議
（コミュニティ・プラットフォーム）

有 識 者 （座長・委員）

社福協・ＮＰＯ法人 民間企業・事業者・商店街

地域ケアプラザ・社会福祉法人 学校・ＰＴＡ・地域活動団体

まちづくり
協議会

神奈川県・横浜市・磯子区 UR 都市機構

・  地域の様々な主体・担い手と行
政・事業者がフラットな関係の
もと、課題や意識を共有化

全体
ワーク

ショップ

テーマ別ワークショップ

テーマ別ワークショップ

●　将来イメージ　～　より多くの主体の参加による

　　　　　　　　　　　「活動の実践・仕組みづくり」と「さらなる展開」

方向付け・助言

‥‥　様々な主体がエリア会議により有機的に連携

1. 多世代がまちへ出
てきて交流できる
地域へ

①駅周辺の多世代が

ふれあう地域拠点

づくり

②住宅地における多

世代がふれあう地

域拠点づくり

③居住者が外へ出て

交流をはかるよう

なソフト面での対

応

2. 駅周辺の変革が地域
の居住再生のキーポ
イント

3. 世代間人口のバラン
スがよくなるまちへ
の転換

4. 事業者と地域活動団
体が連携、ともに支
え合う意識の共有化

④地域の顔としての

駅前空間づくり・

人のあつまるソフ

トづくり

⑤高齢者・子育て世

帯向け住宅やサー

ビス拠点づくり

⑥居住に不便を感じ

る高齢者等の住み

替え誘導

⑦外部からの住み替

え子育て世帯の住

み替え誘導

⑧住み替えの動機付

けの実施（情報発

信等）

⑨地域の運営マネジ

メントの仕組みの

強化

・H23年度「多世代近居ケーススタディ研究会」における「4つのポイント・9つの取り組み」を、ワー
クショップ、及びヒアリングによる地域ニーズを踏まえて、内容を加筆・修正

【修正点】
・特に高齢世帯において、「住み続け」のニーズが強い
　　→　「多世代を惹き付ける」「住み続けられる」を基本方針に、住み続けのための取り組みを強化
　

・若い世代を外部から誘導するには、多様な世代を対象に、多様な取り組みが必要
　　→　洋光台の PRや「乳幼児子育て」の特出しなど、若年世代を呼び込む取り組みを強化　

● 昨年度成果と「取り組み内容」の関連性

多世代を惹き付ける魅力づくり

住み続けられる洋光台

報告・提案

多
世
代
近
居
ま
ち
づ
く
り
計
画

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
９
つ
の
取
り
組
み

A : 多世代交流拠点づくり

B : 多世代に洋光台らしさをアピール

C :「乳幼児子育てにやさしいまち」へ

D : 多様な住宅ストックの誘導

F : ライフステージに応じた居住環境づくり

E :［ずっと住み続けられる］サポート体制の充実



■ 担い手講座：多世代交流拠点『3Days ほっとすぺーす 洋光台』の様子（速報版）

3月 19日（火） 3月 20日（水・祝） 3月 21日（木）

資料４( 参考 )

内　容 ・ハンドケア　・フットケア

・絵本の読み聞かせ

・壁面を使用した来場者の声集め

・その他

（会話のきっかけとして）

内　容 ・プラ板工作　　・折り紙あそび

・音楽ライブ

・ミニ図書館　　・情報ちらしコーナー

・生活支援の疑似体験　・その他

（子どもをメインターゲットとして）

内　容 ・マッサージ

・歌声広場　・健康体操

・絵本の読み聞かせ

・ミニ図書館　　・情報ちらしコーナー

・生活支援の疑似体験　・その他

（会話のきっかけとして）

来場者 153 名 来場者 112 名 来場者 55 名
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